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これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について
（答申のポイント）

平成２７年１２月２１日中央教育審議会答申「これからの学校
教育を担う教員の資質能力の向上について」抜粋

答申を踏まえた教職課程の見直しイメージ
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教員の資質能力に係る仕組みの整備（協議会のイメージ）

教員としての資質の能力に関する指標のイメージ（横浜市の
例）
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○教育課程・授業方法の改革（アクティブ・ラーニングの視点からの
授業改善、教科等を越えたカリキュラム・マネジメント）への対応

○英語、道徳、ICT、特別支援教育等、新たな課題への対応
○「チーム学校」の実現

これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について
（答申のポイント）

背景

中堅段階
「チーム学校」の一員とし
て専門性を高め、連携・
協働を深める時期

ベテラン段階
より広い視野で役割を果

たす時期

【初任研改革】

• 初任研運用方針の見直し（校内研修の重視・校外研修の精選）
• ２，３年目など初任段階の教員への研修との接続の促進

【十年研改革】

• 研修実施時期の弾力化
• 目的・内容の明確化（ミドルリーダー育成）

現職研修の改革

○ 養成・採用・研修を通じた方策～「教員は学校で育つ」との考えの下、教員の学びを支援～

【現職研修を支える基盤】

【継続的な研修の推進】

• 校内の研修リーダーを中心とした体制作りなど校内研修推進のための支援等の充実
• メンター方式の研修（チーム研修）の推進
• 大学、教職大学院等との連携、教員育成協議会活用の推進
• 新たな課題（英語、道徳、ICT、特別支援教育）やアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善
等に対応した研修の推進・支援

• （独）教員研修センターの機能強化（研修ネットワークの構築、調査・分析・研究開発を担う全国的な拠点の整備）
• 教職大学院等における履修証明制度の活用等による教員の資質能力の高度化
• 研修機会の確保等に必要な教職員定数の拡充
• 研修リーダーの養成、指導教諭や指導主事の配置の充実

【研修】
○教員の学ぶ意欲は高いが多忙で時間確保が困難

○自ら学び続けるモチベーションを維持できる環境整備
が必要

○アクティブ・ラーニング型研修への転換が必要

○初任者研修・十年経験者研修の制度や運用の見直し
が必要

【採用】

○優秀な教員の確保のための求める教員像の明
確化、選考方法の工夫が必要

○採用選考試験への支援方策が必要

○採用に当たって学校内の年齢構成の不均衡の
是正に配慮することが必要

【養成】

○「教員となる際に最低限必要な基礎的・基盤的
な学修」という認識が必要

○学校現場や教職に関する実際を体験させる機会
の充実が必要

○教職課程の質の保証・向上が必要

○教科・教職に関する科目の分断と細分化の改善
が必要

主な課題

具体的方策

【免許】○義務教育学校制度の創設や学校現場における多様な人材の確保が必要

【全般的事項】
○大学等と教育委員会の連携のための具体的な制度的枠組みが必要
○幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等の特徴や違いを踏まえ、制度設計を進めていくことが重要
○新たな教育課題（アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、ICTを用いた指導法、道徳、英語、特別支援教育）に対応した養成・研修が必要

○ 学び続ける教員を支えるキャリアシステムの構築のための体制整備
・ 教育委員会と大学等との協議・調整のための体制（教員育成協議会）の構築
・ 教育委員会と大学等の協働による教員育成指標、研修計画の全国的な整備
・ 国が大綱的に教員育成指標の策定指針を提示、教職課程コアカリキュラムを関係者が共同で作成
（グローバル化や新たな教育課題などを踏まえて作成）

養成段階
「学び続ける教師」の基礎
力を身につける時期

• 新たな課題（英語、道徳、ICT、特別支援教育）やアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善
等に対応した教員養成への転換

• 学校インターンシップの導入（教職課程への位置付け）
• 教職課程に係る質保証・向上の仕組み（教職課程を統括する組織の設置、教職課程の評価の
推進など）の促進

• 「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の統合など科目区分の大くくり化

養成内容の改革

【管理職研修改革】

• 新たな教育課題等に対応したマネジメント力の強化
• 体系的・計画的な管理職の養成・研修システムの構築

採用段階 採用段階の改革
• 円滑な入職のための取組（教師塾等の普及）
• 教員採用試験の共同作成に関する検討
• 特別免許状の活用等による多様な人材の確保

○社会環境の急速な変化
○学校を取り巻く環境変化
・大量退職・大量採用→年齢、経験年数の不均衡による弊害
・学校教育課題の多様化・複雑化

１～数年目
教職の基盤を固める時期

教員育成指標
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平成２７年１２月２１日中央教育審議会答申

これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について

～学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～

（抜粋）

（４）新たな教育課題に対応した教員研修・養成

・ 東日本大震災をはじめとした自然災害や学校管理下における事件・事故災

害が繰り返し発生している現状から，全ての教職員が災害発生時に的確に対

応できる素養（知識・技能等）を備えておくことが求められている。このた

め，学校安全について，教員のキャリアステージに応じた研修や独立行政法

人教員研修センターにおける研修と連動した各地方公共団体における研修を

充実させる必要がある。

こうした新たな課題の対応を含め，個々の教科の授業における実践力だけ

でな子供や学校・地域の実態を踏まえて，育成すべき資質能力を踏まえて教

育課程をデザインして実施し，評価・改善することや，そのために必要な学

校内外のリソースを活用するために地域の人々と協働することなどを含めた，

一連のカリキュラム・マネジメントができる力を付けることが必要である。

また，教員養成段階においても，上記で列挙された新たな教育課題に対応

できる力の基礎を育成できるよう，教職課程の科目全体を精選しつつ，新た

な科目の創設や既存科目の改善を図るなど，必要な見直しを行うことが必要

である。この際，特に初任段階において研修等により学ぶべき内容との整合

性にも留意しつつ，検討することが適当である。
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教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
」
、
「
道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目
」
に
お
い
て
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

※
教
育
実
習
に
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
場
合
に
は
、
当
該
学
校
種
の
教
育
実
習
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
他
の
学
校
種
の
免
許
状
取
得
に
お
け
る
教
育
実
習
の
単
位
流
用
を
認
め
な
い
場
合
も

考
え
ら
れ
る
。

6

教
育
実
践
に
関
す
る

科
目

1
0

7

道
徳
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

教
育
実
習

教
職
実
践
演
習

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

1
2

4
教
育
課
程
及

び
指
導
法
に
関

す
る
科
目

1
2

イ
　
■
教
育
実
習
（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
校
体
験
活

動
）
を
２
単
位
ま
で
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
）
（
５
単
位
）

ロ
　
■
教
職
実
践
演
習
（
２
単
位
）

生
徒
指
導
、
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

1
0

7
7

イ
　
■
道
徳
の
理
論
及
び
指
導
法
（
一
種
：
２
単
位
、
二
種
：

１
単
位
）

ロ
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

ハ
　
特
別
活
動
の
指
導
法

ニ
　
教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活

用
を
含
む
。
）

ホ
　
生
徒
指
導
の
理
論
及
び
方
法

ヘ
　
教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
を
含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

ト
　
進
路
指
導
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
項

を
含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

【
中
学
校
】

現
　
　
行

見
　
直
　
し
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ

教 職 に 関 す る 科 目

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る
科

目
2

2
2

6
4

■
の
事
項
は
備
考
に
お
い
て
単
位
数
を
設
定

1
0

1
0

6
教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

2
8

2
8

1
2

イ
　
教
育
の
理
念
並
び
に
教
育
に
関
す
る
歴
史
及
び
思
想

ロ
　
教
職
の
意
義
及
び
教
員
の
役
割
・
職
務
内
容
（
チ
ー
ム

学
校
へ
の
対
応
を
含
む
。
）

ハ
　
教
育
に
関
す
る
社
会
的
、
制
度
的
又
は
経
営
的
事
項

（
学
校
と
地
域
と
の
連
携
及
び
学
校
安
全
へ
の
対
応
を
含

む
。
）

ニ
　
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の

過
程

ホ
　
■
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生

徒
に
対
す
る
理
解
（
１
単
位
以
上
修
得
）

ヘ
　
教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
。
）

イ
　
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

ロ
　
■
各
教
科
の
指
導
法
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用

を
含
む
。
）
（
一
定
の
単
位
数
以
上
修
得
す
る
こ
と
）

教
科
に
関
す
る
科
目

2
0

2
0

1
0

教
科
及
び
教
科
の
指

導
法
に
関
す
る
科
目

4
4

4

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6

4



各
科
目
に
含
め
る
こ
と
が
必
要
な
事
項

専
修
一
種

各
科
目
に
含
め
る
こ
と
が
必
要
な
事
項

専
修
一
種

教
職
の
意
義
及
び
教
員
の
役
割

教
員
の
職
務
内
容
（
研
修
、
服
務
及
び
身
分
保
障
等
を
含

む
。
）

進
路
選
択
に
資
す
る
各
種
の
機
会
の
提
供
等

教
育
の
理
念
並
び
に
教
育
に
関
す
る
歴
史
及
び
思
想

幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の
過

程
（
障
害
の
あ
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達

及
び
学
習
の
過
程
を
含
む
。
）

教
育
に
関
す
る
社
会
的
、
制
度
的
又
は
経
営
的
事
項

教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法

各
教
科
の
指
導
法

特
別
活
動
の
指
導
法

教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を

含
む
。
）

生
徒
指
導
の
理
論
及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を

含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

進
路
指
導
の
理
論
及
び
方
法

3
3

2
2

4
0

1
6

3
6

1
2

8
3

5
9

8
3

5
9

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教
育
実
践
に
関
す
る

科
目

生
徒
指
導
、
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

道
徳
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

5

6
6

※
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
の
３
区
分

は
廃
止
し
、
総
単
位
数
以
外
は
全
て
省
令
に
お
い
て
規
定
。

※
教
育
実
習
に
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
場
合
に
は
、
当
該
学
校
種
の
教
育
実
習
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
他
の
学
校
種
の
免
許
状
取
得
に
お
け
る
教
育
実
習
の
単
位
流
用
を
認
め
な
い
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。

5

イ
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

ロ
　
特
別
活
動
の
指
導
法

ハ
　
教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活

用
を
含
む
。
）

ニ
　
生
徒
指
導
の
理
論
及
び
方
法

ホ
　
教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
を
含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

ヘ
　
進
路
指
導
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
項

を
含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

教
育
実
習

教
職
実
践
演
習

※
「
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
」
、
「
道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目
」
に
お
い
て

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に
関

す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

1
0

2
0

教
科
及
び
教
科
の
指

導
法
に
関
す
る
科
目

イ
　
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

ロ
　
■
各
教
科
の
指
導
法
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用

を
含
む
。
）
（
一
定
の
単
位
数
以
上
修
得
す
る
こ
と
）

4
4

教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

見
　
直
　
し
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ

教 職 に 関 す る 科 目

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る
科

目
2

イ
　
■
教
育
実
習
（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
校
体
験
活

動
）
を
１
単
位
ま
で
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
）
（
３
単
位
）

ロ
　
■
教
職
実
践
演
習
（
２
単
位
）

2

イ
　
教
育
の
理
念
並
び
に
教
育
に
関
す
る
歴
史
及
び
思
想

ロ
　
教
職
の
意
義
及
び
教
員
の
役
割
・
職
務
内
容
（
チ
ー
ム

学
校
へ
の
対
応
を
含
む
。
）

ハ
　
教
育
に
関
す
る
社
会
的
、
制
度
的
又
は
経
営
的
事
項

（
学
校
と
地
域
と
の
連
携
及
び
学
校
安
全
へ
の
対
応
を
含

む
。
）

ニ
　
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の

過
程

ホ
　
■
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生

徒
に
対
す
る
理
解
（
１
単
位
以
上
修
得
）

ヘ
　
教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
。
）

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

2
4

6

【
高
等
学
校
】

■
の
事
項
は
備
考
に
お
い
て
単
位
数
を
設
定

2
4

8
8

教
科
に
関
す
る
科
目

2
0

6

1
0

現
　
　
行

5



各
科
目
に
含
め
る
こ
と
が
必
要
な
事
項

専
修
一
種
二
種

各
科
目
に
含
め
る
こ
と
が
必
要
な
事
項

専
修
一
種
二
種

教
職
の
意
義
及
び
教
員
の
役
割

教
員
の
職
務
内
容
（
研
修
、
服
務
及
び
身
分
保
障
等
を
含

む
。
）

進
路
選
択
に
資
す
る
各
種
の
機
会
の
提
供
等

教
育
の
理
念
並
び
に
教
育
に
関
す
る
歴
史
及
び
思
想

幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の
過

程
（
障
害
の
あ
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達

及
び
学
習
の
過
程
を
含
む
。
）

教
育
に
関
す
る
社
会
的
、
制
度
的
又
は
経
営
的
事
項

教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法

保
育
内
容
の
指
導
法

教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を

含
む
。
）

幼
児
理
解
の
理
論
及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を

含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

5
5

5

2
2

2

3
4

1
0

0
3
8

1
4

2

7
5

5
1

3
1

7
5

5
1

3
1

※
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
の
３
区
分
は

廃
止
し
、
総
単
位
数
以
外
は
全
て
省
令
に
お
い
て
規
定
。

※
「
領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
」
、
「
道

徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目
」
に
お
い
て

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

※
教
育
実
習
に
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
場
合
に
は
、
当
該
学
校
種
の
教
育
実
習
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
他
の
学
校
種
の
免
許
状
取
得
に
お
け
る
教
育
実
習
の
単
位
流
用
を
認
め
な
い
場
合
も

考
え
ら
れ
る
。

7

6
4

教
職
実
践
演
習

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に
関

す
る
科
目

1
8 2

2
2

教
育
実
習

1
2

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

生
徒
指
導
、
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

イ
　
■
教
育
実
習
（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
校
体
験
活

動
）
を
２
単
位
ま
で
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
）
（
５
単
位
）

ロ
　
■
教
職
実
践
演
習
（
２
単
位
）

教
科
に
関
す
る
科
目

6
6

4

道
徳
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

教
育
実
践
に
関
す
る

科
目

1
8

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6

【
幼
稚
園
】

現
　
　
行

見
　
直
　
し
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ

教 職 に 関 す る 科 目

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る
科

目
2

2
2

領
域
及
び
保
育
内
容

の
指
導
法
に
関
す
る

科
目

1
6

■
の
事
項
は
備
考
に
お
い
て
単
位
数
を
設
定

1
6

1
2

1
0

1
0

6
教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

7
7

イ
　
領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

ロ
　
保
育
内
容
の
指
導
法
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用

を
含
む
。
）

イ
　
教
育
の
理
念
並
び
に
教
育
に
関
す
る
歴
史
及
び
思
想

ロ
　
教
職
の
意
義
及
び
教
員
の
役
割
・
職
務
内
容
（
チ
ー
ム

学
校
へ
の
対
応
を
含
む
。
）

ハ
　
教
育
に
関
す
る
社
会
的
、
制
度
的
又
は
経
営
的
事
項

（
学
校
と
地
域
と
の
連
携
及
び
学
校
安
全
へ
の
対
応
を
含

む
。
）

ニ
　
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の

過
程

ホ
　
■
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生

徒
に
対
す
る
理
解
（
１
単
位
以
上
修
得
）

ヘ
　
教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
。
）

イ
　
教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活

用
を
含
む
。
）

ロ
　
幼
児
理
解
の
理
論
及
び
方
法

ハ
　
教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
を
含
む
。
）
の
理
論
及
び
方
法

4
4

4

6



国 （ 文 部 科 学 大 臣 ） が 教 員 育 成 指 標

の 策 定 指 針 を 提 示

教
員
育
成
協
議
会

期
待
さ
れ
る
協
議
内
容
例

○
教
員
育
成
指
標
の
策
定
に
係
る
協
議

○
教
員
育
成
指
標
に
基
づ
く
教
員
育
成
に
係

る
協
議

○
研
修
、
更
新
講
習
等
の
互
換
、
キ
ャ
リ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
協
議

○
教
員
養
成
の
在
り
方
に
関
す
る
協
議

○
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
協
議

○
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
受
入
れ
協
議

○
教
師
塾
等
の
実
施
に
関
す
る
協
議

○
大
学
と
の
人
事
交
流
に
関
す
る
協
議

○
教
職
大
学
院
修
了
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
付
与
に
関
す
る
協
議

等

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

身
に
つ
け
る
べ
き

教
員
の
能
力
の
明
確
化

（
教
員
育
成
指
標
）

都
道
府
県
等
教
育
委
員
会

関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
等

国
公
私
立
大
学
関
係
者

学
校
関
係
者

そ
の
他
の
関
係
者

養
成
課
程
の
内
容
に
反
映

研
修
実
施
の
際
に
活
用

校
内
研
修
等
の
際
に
活
用
し
充
実

を
図
る

協
力
関
係
の
構
築

各 学 校 の 教 員

採
用
・
研
修
計
画
に
反
映

（
全
国
を
通
じ
て
有
効
な
共
通
事
項
、
キ
ャ

リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
資
質
能
力
、
有
効

な
研
修
の
在
り
方
等
）

※
す
べ
て
の
協
議
会
に
お
い
て
、
教
員

育
成
指
標
の
策
定
に
関
す
る
協
議
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
。

そ
の
他
の
協
議
事
項
は
、
各
地
方

の
実
情
に
応
じ
、
自
主
的
に
設
定

教
員
の
資
質
向
上
に
係
る
仕
組
み
の
整
備
（
協
議
会
の
イメ
ー
ジ
）
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